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前
　
期

機
関
講
義

提供機関：金沢学院大学

科
目
名

国際理解教育概論 授業形態 開講期間 金沢学院大学で確認

英文科目名 International Education
①対面授業 ◯

開講時間 金沢学院大学で確認
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 多田　孝志
③対面・オンライン併用

開講場所 金沢学院大学で確認
復習用ビデオの録画・配信

単位数　2単位

定員数　90名

特別聴講学生等定員　5名

科目等履修生定員　5名

シティカレッジ聴講生定員　5名

定員超過時の選考方法等　

成績評価の

方　　　法

レポート 30％

発表 30％

資料作成 40％

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢学院大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000円 35,000円 32,000円

科
目
の
内
容

　地球時代・多文化共生社会が，教育にもたらす変化について多様な事象を素材に論説する。また，国際理

解教育に関わるさまざまな論の検討を通して国際理解教育の概念を考察し，論ずる。国際理解教育の理論・

実践研究の経緯と最新の状況について，多様な論文・実践事例を紹介しつつ解説する。さらに，多様な人々

との共生に不可欠な技能としての対話力の重要性を論じ，実習により技能を習得させる。またユネスコの国

際理解教育の経緯，国際理解教育の多様な実践，持続可能な開発のための教育，ラーニングコンパスの概念

などについてもその意義について解説する。

　地球的課題についてアクティブ・ラーニングを多用し，グループが協同する調査をさせ，21世紀型能力が

示す，深い思考力，主体性，対話力の育成を目指す。ことにグローバル対話論について概念と活用方法，習

得の手立てについて演習を中心に取り上げる。

その他特記事項

授業担当教員紹介 URL https://www.kanazawa-gu.ac.jp/aboutus/teacher/education-tada/

ホームページ・メールアドレス等 E－mail tada@kanazawa-gu.ac.jp

提供機関：金沢学院大学

科
目
名

日本語学特殊講義 授業形態 開講期間 金沢学院大学で確認

英文科目名 Japanese rhetoric techniques
①対面授業 ◯

開講時間 金沢学院大学で確認
②オンライン授業

受
講
定
員
等

担 当 教 員 寺田　智美
③対面・オンライン併用

開講場所 金沢学院大学で確認
復習用ビデオの録画・配信

単位数　2単位

定員数　

特別聴講学生等定員　

科目等履修生定員　

シティカレッジ聴講生定員　

定員超過時の選考方法等　

成績評価の

方　　　法

授業態度および参加度（50％），

テスト（50％）の総合評価。

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生

（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生

（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生

（社会人で単位を必要としない者）

検　定　料 入　学　料 授　業　料 別途負担費用
募集期間：金沢学院大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000円 35,000円 32,000円

科
目
の
内
容

【講義概要と目的】

　日本語を彩るさまざまな表現技法について知り，ことばの芸術をより深く味わうための力を身につける。表

現技法としては，比喩・擬人・倒置・反復・反語・対句・掛詞・縁語などを扱う。同時にそれらの技法を使っ

て，自分の考えや印象をより効果的に，魅力的に伝える表現も追求していく。

【到達目標】

・さまざまな表現技法を味わうことができる。

・表現者が使用する各種技法をとおして，表現者の表現意図をくみ取ることができる。

・各種表現技法を使って，文章を書くことができる。

その他特記事項

・ 主に古典作品を扱うの

で，必要に応じて古典

文法の参考書，古語辞

典などを用意されたい。

・ 課題未提出者，および

特別な理由なく３回連

続して欠席した者には，

単位を与えない。

授業担当教員紹介 URL

ホームページ・メールアドレス等 E－mail teradato@kanazawa-gu.ac.jp


